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(54)【発明の名称】 屈曲自在な有機エレクトロルミネッセンス画像表示装置

(57)【要約】
【課題】  屈曲自在な素地に装着可能な有機エレクトロ
ルミネッセンス表示装置を提供する。
【解決手段】  可撓性を有する画像表示パネルと信号駆
動処理部とが一体的になることで、屈曲自在な有機エレ
クトロルミネッセンス表示装置を提供でき、可撓性装着
部材に装着した場合に表示部分の可撓性が充分に活用さ
れる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  屈曲自在な有機エレクトロルミネッセン
ス表示素子と、
前記屈曲自在な有機エレクトロルミネッセンス表示素子
と一体的に設けられ且つ前記素子を駆動する屈曲自在な
信号処理駆動部と、
からなることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】  前記有機エレクトロルミネッセンス表示
素子と前記信号処理駆動部とは、屈曲自在な支持板上に
載置され、接合接続部材により互いに接続されているこ
とを特徴とする請求項１記載の画像表示装置。
【請求項３】  前記信号処理駆動部は、前記有機エレク
トロルミネッセンス表示素子の屈曲自在な基板上に載置
され、接合接続部材により互いに接続されていることを
特徴とする請求項１記載の画像表示装置。
【請求項４】  前記有機エレクトロルミネッセンス表示
素子は、前記信号処理駆動部の屈曲自在な基板上に載置
され、接合接続部材により互いに接続されていることを
特徴とする請求項１記載の画像表示装置。
【請求項５】  前記接合接続部材は、電気コネクタであ
ることを特徴とする請求項２から４記載の画像表示装
置。
【請求項６】  前記接合接続部材は、異方性導電膜であ
ることを特徴とする請求項２から４記載の画像表示装
置。
【請求項７】  前記異方性導電膜である接合接続部材
は、異方性導電接着剤であることを特徴とする請求項６
記載の画像表示装置。
【請求項８】  前記異方性導電膜である接合接続部材
は、異方性導電フィルムであることを特徴とする請求項
６記載の画像表示装置。
【請求項９】  前記接合接続部材は、バンプであること
を特徴とする請求項２から４記載の画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、屈曲自在な有機エ
レクトロルミネッセンス（以下有機ＥＬと称する）表示
装置に関する。
【０００２】
【従来技術】現在の有機ＥＬ素子は、一般にガラス基板
上に形成されている。しかしこの基板を樹脂に変えて表
示部を屈曲自在にする方法がある（例えばオプトロニク
ス（２００１）No．３の１２２頁から１２６頁）。そし
て係る有機ＥＬ素子の可撓性を利用して被服等の屈曲自
在な装着部材の所定個所に装着することを本出願人は特
願２００１－１０６０１１号によって提示した。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】一方、被服等に電子機
器及び電子機器駆動用回路部を実装する方法が提示され
ており、例えば特開２０００－１４８２９０号、特開２
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０００－３５７０２５号等に記載の如き形態がある。係
る方法によって、有機ＥＬ素子とその駆動回路とをケー
ブルで接続することも考えられるが、ケーブルは、被服
の縫い目に設置する等の工夫はされるものの、被服の屈
曲性が制限されることから、ファッション性の低下は避
けられず、またケーブルの重量による機動性の制限、ケ
ーブル設置位置による電子機器装着位置の制限等の不具
合が生じる。
【０００４】そこで本発明は、上記問題の無い屈曲自在
な有機ＥＬ表示装置を提供する。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明の画像表示装置
は、屈曲自在な有機ＥＬ表示素子と、前記屈曲自在な有
する有機ＥＬ表示素子と一体的に設けられ且つ前記素子
を駆動する屈曲自在な信号処理駆動部と、からなること
を特徴とする。また、本発明による画像表示装置の前記
信号処理駆動部と前記有機ＥＬ表示素子は、屈曲自在な
支持板上に載置されているか、前記信号処理駆動部又は
前記有機ＥＬ表示素子の何れか一方の基板上に載置さ
れ、接合接続部材で互いに接続されていることを特徴と
する。
【０００６】更に前記接合接続部材は、電気コネクタ、
異方性導電膜、バンプから選択されることを特徴とす
る。すなわち本発明によれば、可撓性を有する画像表示
パネル素子、信号処理駆動部を一体的に形成することに
より、屈曲自在な有機ＥＬ表示装置を提供でき、表示部
分の可撓性が充分に活用される。
【０００７】
【発明の実施の形態】以下本発明の実施例について添付
図面に基づいて説明する。図１に示した画像表示装置１
は別々の工程で製造された屈曲自在な有機ＥＬパネル素
子２と屈曲自在な信号処理駆動部３とを含んでいる。こ
れらは、電気コネクタ４によって互いに接続されてい
る。屈曲自在な有機ＥＬパネル素子２は、例えば本出願
人による特願２０００－２９１１２５号、特願２０００
－０６７１８４号、特願２０００－０６７１８６号等に
記載された如き透明且つ可撓性を有する樹脂基板上に有
機エレクトロルミネッセンス層等の発光層とこれを挟ん
で互いに交差するデータ電極群及び走査電極群とを設け
た画像表示パネルである。信号処理駆動部３は、例えば
図５に示す如き信号処理駆動部１０であって、有機ＥＬ
表示パネル制御回路等を含む駆動装置である。
【０００８】図５中の信号処理駆動部１０は、アンテナ
１１を介して送受信部１２が通信信号を送受信する。送
受信部１２はデータ処理回路１３と送受信データの入出
力を行う。キーボード等の入力装置からなる入力部１４
は、データ処理回路１３に様々な動作モードを実行する
ための指令信号を送る。記憶部１５は、例えば記憶媒体
としてＩＣカード等を用いることで、ＩＣカードに記憶
されているデータを読み出してデータ処理回路１３に送
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ったり、データ処理回路１３から送られてきたデータを
ＩＣカードに書き込んだりすることができる。なお、図
示したように、スピーカ駆動回路１６を設けておき、送
受信部１２から受け取った受信データの内容が音声デー
タであるときには、スピーカ駆動回路１６にその音声デ
ータを転送し、音声データをアナログ信号に変換した
後、スピーカ１７に供給して、音声再生することとして
もよい。またマイクロフォン１９を設けておき、外部音
声をマイクロフォン１９によって音声信号に変換し、音
声信号をマイクロフォン駆動回路１８に転送して音声信
号ををデジタル信号に変換した後、データ処理回路１３
へと送り、送受信部１２からアンテナ１１を介して通信
信号として送信、記憶部１５に音声データとして書込
み、スピーカ駆動回路１６を介してスピーカ１７での再
生、などとしても良い。このようにすることにより、発
光パネルを含む駆動装置を携帯電話として利用すること
も可能となる。スピーカ１７に代えてヘッドホン等を接
続して音声を再生することもできる。
【０００９】画像表示制御回路２０は、データ処理回路
１３からの動作コマンドに応答して、画像データを同期
信号とともに受信して、有機ＥＬパネル素子２４を制御
して、画像表示を行う。有機ＥＬパネル素子２４は可撓
性を有する柔軟なパネル素子であり、パネル素子が有す
る電極は、電気コネクタ等の接合接続部材２３を介し
て、順次電圧を印加して電極群の交点における発光層を
画素として発光せしめるべく走査ドライバ２１及びデー
タドライバ２２と接続している。走査ドライバ２１は、
画像表示制御回路２０から供給される走査トリガパルス
Ｔｓに同期して走査電極群の各電極に順次走査パルスを
印加して走査ドライバとして作用する。データドライバ
２２には、画像表示制御回路２０からデータトリガパル
スＴｄの他に駆動データが供給される。駆動データは、
各走査ラインに対応する１ライン画像データ毎にデータ
ドライバ２２に供給される。データドライバ２２は、デ
ータトリガパルスＴｄに同期して供給される１ライン画
像データに対応した電圧若しくは電流をデータ電極群の
各電極に供給するのである。
【００１０】なお、図５に示した信号処理駆動部１０に
ついて、送受信部１２、データ処理回路１３、記憶部１
５、スピーカ駆動回路１６、マイクロフォン駆動回路１
８、画像表示制御回路２０、走査ドライバ２１、及びデ
ータドライバ２２を、例えば特開平１１－２６３０９１
号公報または特開２０００－２７７６８３号公報に記載
された如き屈曲自在な基板を有するＩＣによって形成
し、表示部と駆動部とが一体となった屈曲自在な有機Ｅ
Ｌ表示装置を得ることが可能になる。
【００１１】また、必ずしもアンテナ１１、送受信部１
２、及び、入力部１４を設ける必要は無く、記憶部１５
に記憶されている画像データのみを用いて画像を表示す
ることとしてもよい。図１に示した電気コネクタ４は、
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全体として合成樹脂からなる薄い直方体状ストリップで
あり、このストリップ内に導電膜片５が埋設されて、有
機ＥＬパネル素子２と信号処理駆動部３の電気接続用パ
ッドと電気的に接続できるものであれば良い。また有機
ＥＬパネル素子２と信号処理駆動部３を樹脂製の電気コ
ネクタ４で挟み込んだ後に熱シーリングを行う方法を採
ることも考えられる。電気コネクタ４に設置の導電膜片
５は、例えば銅箔等の導電性を示す材質であれば何れの
材料も含むものとする。また電気コネクタ４は、可撓性
を有するものが好ましい。表示装置全体の屈曲性が向上
するからである。
【００１２】図２の第２実施例においては、各素子の互
いに対向しない主面の対応する辺に電極パッド群６、
６’が存在する。支持板７を介して各素子が一体的に配
置されている。電気コネクタ４は、一体化された素子の
端部に嵌合可能な凹部を有し、この凹部の内壁に導電膜
片５が貼り付けられていて、電気コネクタ４の凹部が一
体化された素子の端部に嵌合したとき電極パッド群６、
６’が導電膜片５によって接続される。なお図２に示す
支持板７は必ずしも使用する必要は無く、有機ＥＬパネ
ル素子２の基板または屈曲自在な信号処理駆動部３の基
板を使用しても良い。また各素子は別体に限定されず、
同一体であっても良い。
【００１３】図３（ａ）の第３実施例においては、別々
のパッケージで製造された屈曲自在な有機ＥＬパネル素
子２の電極パッド６と屈曲自在な信号処理駆動部３の電
極パッド６とが対向するように配置されている。異方性
導電膜８を介して対向する電極パッド６が互いに接続さ
れている。異方性導電膜８は、フィルム又は接着剤であ
る。フィルムとしては例えば特開２００１－７７５０１
号公報、特開平６－１４３９６号公報等に記載の如き樹
脂又はエストラマー等の高分子層に導電性粒子が分散さ
れて構成されているフィルムである。接着剤としては例
えば特開２０００－２７７６８３号公報、特開平６－２
２２３７７号公報等記載の如きエポキシ系又はフェノー
ル系樹脂と硬化剤を主成分とする接着剤に導電性粒子を
分散させた組成物である。
【００１４】図３（ｂ）の第４実施例においては支持板
７に並置された素子の電極パッド６が異方性導電膜によ
って接続されている。図３（ｃ）の第５実施例において
は各素子の電極パッド６が対向する様に支持板７を介し
て素子が配置されて素子の電極パッド６が異方性導電膜
８によって接続されている。
【００１５】図３（ｄ）の第６実施例においては、各素
子の互いに対向しない主面の対応する辺に電極パッド群
６が存在し、支持板７を介して各素子が一体的に配置さ
れている。一体化された素子の対応する辺に異方性導電
膜８を付着させる形態を示している。なお有機ＥＬ素子
と信号処理駆動部が異方性導電膜を介して電気的に接続
されている形態であれば何れの形態も含まれる。
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【００１６】また別々の工程で製造された有機ＥＬパネ
ル素子と屈曲自在な信号処理駆動部は、信号処理駆動部
又は有機ＥＬ表示装置の何れか一方の基板上に載置され
る形態をも含み、例えば図３（ｂ）から（ｄ）に示す支
持板７は必ずしも使用する必要は無く、有機ＥＬパネル
素子２の基板または屈曲自在な信号処理駆動部３の基板
を使用しても良い。また各素子は別体に限定されず、同
一体であっても良い。
【００１７】図４（ａ）の第７実施例においては、別々
の工程で製造された屈曲自在な有機ＥＬパネル素子２と
屈曲自在な信号処理駆動部３を電極パッド６が互いに対
向するように配置し、バンプ９を介して対向電極を電気
的に接続して構成されている。バンプ９は、はんだ等の
導電材が使用され、例えば特開２００１－５３４０９号
等に記載の如き電極上に設けられた突起状の導電材であ
る。
【００１８】また有機ＥＬパネル素子と屈曲自在な信号
処理駆動部は、図４（ａ）に示す如き形態に限定され
ず、同一の支持板上に載置される形態及び、前記信号処
理駆動部又は前記有機ＥＬ表示装置の何れか一方の基板
上に載置される形態等、様々な形態が考えられる。図４
（ｂ）の第８実施例においては、各素子の電極パッド６
が対向する様に支持板７を介して素子が配置されて素子
の電極パッド６がバンプ９によって接続されている。な
お図４（ｂ）に示す支持板７は必ずしも使用する必要は
無く、有機ＥＬパネル素子２の基板または屈曲自在な信
号処理駆動部３の基板を使用しても良い。また各素子は
別体に限定されず、同一体であっても良い。
【００１９】上記実施例の屈曲自在な有機ＥＬ表示装置
は、表示部と駆動部が一体であり且つ可撓性を有する故
に屈曲自在な素地に装着が可能となり、例えば被服等に
装着され得る。また使用の形態は、被服等に限定され *
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*ず、例えばのれん、カーテン、壁紙、カレンダー、時計
等の装飾品や、ポスター、掲示板、名刺等の広告媒体、
電子手帳、ノート型パーソナルコンピュータ、テレビ等
の画像表示部を有する電子機器等が考えられる。
【００２０】
【発明の効果】本発明による屈曲自在な有機ＥＬ表示装
置は、各々可撓性を有する画像表示パネル素子と、信号
処理駆動部とが一体になっているので、別に駆動用のケ
ーブルを必要とせず、種々の用途に用いて好適である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による有機ＥＬ表示装置の第１実施例の
分解平面図である。
【図２】本発明による有機ＥＬ表示装置の第２実施例の
分解斜視図である。
【図３】本発明による有機ＥＬ表示装置の第３から第６
実施例の断面図である。
【図４】本発明による有機ＥＬ表示装置の第７及び第８
実施例の断面図である。
【図５】有機ＥＬ表示パネル素子と有機ＥＬ表示パネル
を駆動する信号処理駆動部を示すブロック図である。
【符号の説明】
１  画像表示装置
２、２４  有機ＥＬパネル素子
３、１０  信号処理駆動部
４  電気コネクタ
５  導電膜片
６、６’  電極パッド
７  支持板
８  異方性導電性膜
９  バンプ
２３  接合接続部材

【図１】 【図２】
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